
放
火
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
日
頃
か
ら

次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
家
の
回
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
放
置
し
な
い

▼
暗
い
と
こ
ろ
な
ど
死
角
を
な
く
す

▼
敷
地
内
、
建
物
内
に
容
易
に
侵
入
で
き
な
い

よ
う
に
す
る

▼
ご
み
は
指
定
さ
れ
た
日
時
以
外
に
出
さ
な
い

も
う
い
い
か
い
火
を
消
す
ま
で
は
ま
あ
だ
だ
よ

秋の火災予防運動◆11月２日(日)～８日(土)

今
年
度
の
統
一
標
語

上記の期間中、消防職員や消防団員が、住宅用火災警報器の設置促進活動
のため、ご家庭を訪問する場合がありますのでご協力をお願いします。

秋田市消防本部予防課☎(823)4247

放
火
さ
れ
な
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

▼
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る

▼
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
う

▼
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す

▼
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る

▼
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
う

▼
火
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用

消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

▼
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め

に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

住
宅
火
災
か
ら
命
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
、
平
成
23
年
か

ら
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
６
月
１
日

現
在
の
秋
田
市
の
推
定
設
置
率
は
83
・
７
％
で

し
た
。
設
置
率
100
％
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

各
消
防
署
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

★
み
ん
な
集
ま
れ
！
秋
田
消
防
署

11
月
２
日
(日)
午
前
９
時
〜
正
午
、
同
署
で
。
署

内
見
学
、
車
両
展
示
、
消
防
車
と
記
念
撮
影
、
ち

び
っ
こ
放
水
体
験
な
ど
。
☎(

８
２
３)

４
１
０
０

★
み
ん
な
で
探
検
！
土
崎
消
防
署

11
月
２
日
(日)
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
同
署
で
。

署
内
見
学
、
車
両
展
示
と
記
念
撮
影
、
消
防
車

か
ら
の
放
水
と
水
消
火
器
で
の
消
火
体
験
な
ど
。

☎(

８
４
５)

０
２
８
５

★
火
災
予
防
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

11
月
２
日
(日)
午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、
秋
田
駅

ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
で
。

城
東
消
防
署
☎(

８
３
２)

３
４
０
４

★
秋
田
南･
河
辺
消
防
署
合
同
の
消
防
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
〜
消
防
ヒ
ー
ロ
ー
が
や
っ
て
く
る

11
月
８
日
(土)
午
前
９
時
〜
正
午
、
河
辺
総
合
福

祉
交
流
セ
ン
タ
ー
で
。
消
防
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、

車
両
展
示
、
消
防
車
か
ら
の
放
水
体
験
な
ど
。

河
辺
消
防
署
☎(

８
８
２)
３
３
０
０

入
場
無
料
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。
イ
ベ
ン

ト
は
、
災
害
な
ど
に
よ
り
中
止
ま
た
は
内
容
が

一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
各
消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
団
員
は
、
自
分
の
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
と
き

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
活

動
し
ま
す
。
地
域
の
安
全
安
心
を
支
え

る
消
防
団
に
入
団
し
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
秋
田
市
消
防
本
部
総
務

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎(

８
２
３)

４
０
０
０

あ
な
た
の
力
が

必
要
で
す
！

…
右
の
写
真
の
国
井
さ
ん
は
、
９
月
４

日
、
秋
田
県
消
防
学
校(

由
利
本
荘

市)

で
開
催
さ
れ
た
、｢

第
51
回
秋
田

県
消
防
操
法
大
会｣

に
ポ
ン
プ
車
操
法

の
部
の
秋
田
市
代
表
と
し
て
出
場
し
、

見
事
に
優
秀
選
手
賞
の
一
人
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
秋
田
市
消
防

団
と
し
て
は
初
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★秋田市消防団

城
東
分
団

国
井
俊
さ
ん

４



11
月
５
日
(水)
午
前
10
時
か
ら
約
３
分
間
、
沿

岸
部
７
か
所
に
あ
る
津
波
警
報
サ
イ
レ
ン(

右
地

図)

を
一
斉
に
鳴
ら
し
ま
す
。
災
害
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
間
違
え
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
土
崎
消
防
署
、
下
浜
羽
川
、
由
利
本

荘
市
、
潟
上
市
で
も
同
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す
。
指
令
課
☎(

８
２
３)

４
２
６
５

東
日
本
大
震
災
の
際
、
多
く
の
消
防
団
員
の

尊
い
命
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
秋
田
市

で
は
津
波
災
害
時
の｢

消
防
団
活
動･

安
全
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル｣

を
作
成
し
、
津
波
到
達
予
想
時
刻

を
基
に
し
た
団
員
の
活
動
可
能
時
間
を
設
定(

上

図)

し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
津
波
到
達
ま
で
の
予
想
時
間
が
短

い
地
域
で
は
、
消
防
団
員
が
、
避
難
す
る
際
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
住
民
と
一
緒
に
率
先
し
て
避

難
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
警
防
課
☎(

８
２
３)

４
２
４
３

津波警報サイレンの設置場所消
防
団
の
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

津
波
警
報
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

８月26日、下浜海水浴場の

沖合で溺れた３人を、現場に居

合わせた、舟山敦子さん(秋田

市)、武山 誠さん(盛岡市)、坂

本 毅さん(大仙市)、守澤太志さ

ん(大仙市)、クロスビー･アン

トニーさん(東京都)の５人が連

携して救助しました。迅速な対

応、ありがとうございました。

迅速な連携で人命救助

９月25日に市消防庁舎で行った消防
協力者表彰式で。この日出席した、
右から坂本さん、舟山さん、守澤さん災害時の救援物資の

提供などを約束

みちのくコカ･コーラボトリング㈱の谷
村広和代表取締役社長(左)と穂積市長

９月17日、秋田市とみちのく

コカ･コーラボトリング(株)が災

害時の救援物資の提供に関する

協定を締結しました。

協定では、市内で災害が起き

た際、営業拠点に保有する飲料

を市の指定する場所まで届ける

ことなどを定めています。

防災安全対策課☎(866)2021

地区コミセンに
宝くじから贈り物

財団法人自治総合センターが

実施する宝くじの収入によるコミ

ュニティ事業として、公共施設の

備品整備などが行われています。

この度、下新城地区コミュニ

ティセンターに、ソフトブロッ

ク(上の写真)や、うす･杵セット

などが贈られました。同地区コ

ミセンでは、これらの備品を地

域のコミュニティ活動の充実な

どに役立てます。

生活総務課☎(866)2036

市政トピックス

国

秋田
マリーナ 土崎港相染町

字大浜地内

市汚泥再生
処理センター
秋田防災
ステーション

雄物川
河口左岸境川街区公園

下浜長浜
公民館

土崎消防署
秋田港

雄物大橋

国道７号

＊
同
日
、
下
浜
地
区
で
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

周
辺
道
路
の
混
雑
な
ど
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
防
災
安
全
対
策
課
へ
。
☎(

８
６
６)

２
０
２
１
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